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豊 栄 病 院 ﾆｭｰｽ     令和 7 年 11 月号 
令和７年１０月 1 日付けで、当院に勤務されて

いた三浦外科医師が新潟県立がんセンター新潟

病院へ転出され、後任として榊原外科医師が県

立がんセンターから当院に着任されました。豊栄

病院の外科は、榊原医師、小山医師、竹石医師の

３名体制で診療を行います。次号に、榊原医師の

自己紹介を掲載予定です。 

 

１１月１日に、豊栄病院多目的ホールにおいて、

ござれやネット（北区の医療と介護のささえあい

ネット；山口クリニック・山口院長代表）の総会・講

演会が開催されました（上、写真）。新潟市北区を

中心とした医療・福祉・介護の関係者５４名が参

加しました。講演は、新潟市医師会の理事で新潟

市東区の“山の下ねっと”の代表を務めておられ

る山の下クリニックの阿部院長が「新潟市医師会

における在宅医療推進の取り組みと地域連携の

現状」と題し、現在の医療介護の現状、新たな地

域医療構想、かかりつけ医機能報告制度、医師

会における医療介護連携活動、山の下ネットに

ついて、など多岐にわたる内容をお話ししてい

ただきました。また、参加者を８グループに分け

グループワークを行い、各々の立ち位置や問題

点など語り合い連携の構築に努めました。対面

での講演会・話し合いは久しぶりの方も多く、参

加者は真剣に講演を拝聴し、グループワークで

は積極的に意見を出し合っていて、いい会とな

ったと思います。北区の医療・介護がより良いも

のになる一助となるものと期待しています。 

 

10 月 4 日、「豊栄病院をなつかしむ会」を開

催しました（上記写真）。これは、このニュースの

7 月号で紹介したように、当院で 2000 年を記

念し、タイムカプセルを埋蔵したものを、2025

年6月に発掘・開封し、中に入っていた将来の自

分あての手紙を記入した本人へ発送したことを

きっかけとして開催したものです。25 年の月日

がたち、数名はお亡くなりになり、郵送した手紙

に対して、ご遺族から「驚いた」「天国からのメッ

セージと思った」などの返信をいただいたりもし

ました。こうした中、2000 年に豊栄病院に在籍

していた方々を中心に、「豊栄病院をなつかしむ

会」を開催し 54 名が集まり、とても和気あいあ

いとした会になりました。 

 

私が、この「豊栄病院ニュース」を令和 3 年 4

月号から一回を除き毎月、編集し・発刊して、今

回５５回目となりました。私は令和６年３月３１日

に豊栄病院長を辞職し、令和６年 4月号からは、

このニュース上の肩書を“豊栄病院広報係”とし

ていましたが、令和６年４月から関先生が病院長

に就任され、また、令和７年４月からは、小林内

科部長が患者総合支援センター（地域連携室）長

に就任されたため、私の“豊栄病院広報係”の任

もそろそろ退いてもいいのかなと思い、次回、１

２月号で私の「豊栄病院ニュース」は最終回にし

たいと考えました。永らくのご愛読？？ありがと

うございました。 
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